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タッチパネル用転写形薄膜透明導電フィルムの量産体制を構築 

- 材料評価が順調に進展、2013 年 10 月稼働開始 - 

 

日立化成株式会社(本社：東京、執行役社長：田中一行、資本金：155 億円、以下、日立化成)は、タッチ

パネルの材料である転写形薄膜透明導電フィルム「Transparent Conductive Transfer Film(以下、TCTF)」

の量産体制構築のため、新たなフィルム製造ラインの導入を決定しました。2013 年 10 月の稼働開始をめ

ざします。 

 

近年、タッチパネルは、スマートフォン、タブレットPCに加え、ノートパソコンやデスクトップパソコン等にも

採用が広がっており、タッチパネルの材料である透明導電フィルムの需要が急速に拡大しています。タッチ

パネルの多くは、タッチした位置を特定する透明な電極が基板に形成されており、透明導電フィルムには

ITO(Indium Tin Oxide：酸化インジウムスズ)が使用されていました。しかし、ITOフィルムは蒸着やスパッタリ

ングなどの大型設備が必要である上、加工プロセス工程が多く、生産効率を高めることが難しい課題があり

ました。また、タッチパネルの画面の大型化に伴い、電極の配線抵抗値が増加することから、タッチした位

置を特定する精度が落ちる課題もあり、新たな透明導電フィルムの開発が求められていました。 

 

そこで日立化成は、米国企業 Cambrios Technologies Corp. が開発した銀ナノワイヤ導電インク「クリア

オーム(ClearOhm™)(*)」と、日立化成のプリント配線板用感光性フィルムの技術を融合させた、銀ナノワイ

ヤと感光層の２層構造による TCTF を 2011 年に開発しました。TCTF は、真空プロセスを一切必要とせず、

基板に転写・接着し、露光とアルカリ現像によりファインパターンを形成できるため、加工プロセスを短縮し、

生産効率の向上に貢献します。また、大型化による配線抵抗値の増加を抑制でき、ITO 並みの導電性と

高透明性を両立します。 

 

現在、複数のお客さまにおいて TCTF に対する材料評価が順調に進んでおり、2013 年度の採用ならび

に、TCTF 事業の拡大が見込めると判断し、日立化成の山崎事業所(茨城県日立市)にフィルム製造ライン

を導入することにしたものです。2013 年 10 月の稼働開始をめざします。  

 

(*) クリアオーム(ClearOhm™)は、Cambrios Technologies Corp.社の商標です。クリアオーム(ClearOhm™)は

同社が開発した銀ナノワイヤ導電インクで、現行の ITO や他の透明導電酸化膜に比べ、自然な色調の

透明導電層を形成できます。 
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転写形薄膜透明導電フィルム TCTF 

 

 

 

TCTF を使用したタッチスクリーンの断面図の一例 
 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

(報道関係お問い合わせ) 日立化成株式会社 コーポレートコミュニケーションセンタ  

広報担当 岡村、施政 TEL 03-5533-7147 

液晶モジュール 

各種基板(ガラス、ポリカフィルム, PETフィルム等)

透明層間充填フィルム 

「ファインセット」 
カバーガラス等(ガラスまたはアクリル樹脂板) 

タッチパネル 

転写形薄膜透明 

導電フィルム「TCTF」 

透明層間充填フィルム 

「ファインセット」 


